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平成31年１月24日（木曜日）

午前10時２分開会

会議に付託された議案等

○教育及び警察行政の推進並びに公営企業の経

営に関する調査

○その他報告事項

・都城きりしま支援学校小林校の本校化につい

て

・学校における働き方改革推進プラン（案）に

ついて

出席委員（７人）

委 員 長 渡 辺 創

副 委 員 長 日 髙 陽 一

委 員 徳 重 忠 夫

委 員 中 野 明

委 員 横 田 照 夫

委 員 河 野 哲 也

委 員 図 師 博 規

欠席委員（なし）

委員外議員（なし）

説明のため出席した者

教育委員会

教 育 長 四 本 孝

副 教 育 長 武 田 宗 仁

教 育 次 長
吉 田 郷 志

（教育政策担当）

教 育 次 長
金 子 文 雄

（教育振興担当）

教 育 政 策 課 長 中 嶋 亮

財 務 福 利 課 長 柚木崎 誠一朗

高 校 教 育 課 長 川 越 淳 一

義 務 教 育 課 長 黒 木 貴

特別支援教育課長 酒 井 裕 市

教 職 員 課 長 黒 木 健 一

生 涯 学 習 課 長 後 藤 克 文

スポーツ振興課長 萩 尾 英 司

高校総体推進課長 米 丸 麻貴生

文 化 財 課 長 谷 口 武 範

人権同和教育課長 鎌 田 剛 史

事務局職員出席者

議事課主任主事 井 尻 隆 太

議事課主任主事 石 山 敬 祐

○渡辺委員長 ただいまから文教警察企業常任

委員会を開会いたします。

まず、委員会の日程についてです。お手元に

配付をしております日程案のとおりでよろしい

でしょうか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○渡辺委員長 それでは、そのように決定いた

します。

執行部入室のため、暫時休憩いたします。

午前10時３分休憩

午前10時４分再開

○渡辺委員長 委員会を再開いたします。

新年となりました。ことしも、よろしくお願

いいたします。

それでは、報告事項について説明を求めます。

なお、委員の質疑は、執行部の説明が全て終

了した後にお願いいたします。

○四本教育長 教育委員会でございます。こと

しも、何とぞよろしくお願いいたします。

初めに、当初予定をされておりました教育委

員との意見交換会についてでありますが、教育
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委員のインフルエンザ感染等によりまして、延

期をお願いしたところでございます。常任委員

の皆様には、日程の調整等御迷惑をおかけいた

します。まことに申しわけございません。

次に、執行部の出席者でございますが、育英

資金室長が病気のために欠席となっております。

次に、御礼を申し上げます。12月15日に開催

されました第３回宮崎県生涯学習研究交流会に、

河野委員に御臨席をいただき、まことにありが

とうございました。この場をおかりいたしまし

て、厚く御礼を申し上げます。

ここから、座って説明をさせていただきます。

それでは、文教警察企業常任委員会資料の表

紙をごらんください。今回、報告事項として御

報告させていただきます事項は、都城きりしま

支援学校小林校の本校化についてと学校におけ

る働き方改革推進プラン案についての２件でご

ざいます。

私からの説明は以上でありますが、詳細につ

きまして、この後、担当課長がそれぞれ説明い

たしますので、よろしくお願いをいたします。

○酒井特別支援教育課長 特別支援教育課でご

ざいます。

委員会資料の１ページをお開きください。

都城きりしま支援学校小林校の本校化につい

てであります。

都城きりしま支援学校小林校につきましては、

１にありますように日常的に自然な交流を行う

ことを目的といたしまして、平成17年度に小林

市立東方小学校に小学部を、東方中学校に中学

部を設置いたしました。さらに、平成23年度に

は県立小林高等学校に高等部を設置しておりま

す。

続きまして、２、現状と課題ですけれども、

小林校は設置から14年目ということで、これま

でに児童生徒等の増加が見られたことから、よ

り一層の安全安心な教育環境を整えるというこ

とが重要となっております。在籍者数の推移に

ついては、２ページに記載しておりますので、

後ほど御確認をお願いしたいと思います。

また、小林校と都城市にあります本校とが離

れていますことから、（２）、（３）にあります

ように、自然災害等における児童生徒の安全確

保や緊急時の迅速な対応、また地域との関係を

強化して、より地域に根ざした教育の推進が求

められております。

さらに、（４）、（５）にありますように、分

校と本校間を移動する職員の負担軽減や煩雑な

事務処理の解消、管理職を中心としたＯＪＴに

よる人材育成が求められております。

そこで、３、対応方針にありますように、都

城きりしま支援学校小林校に校長及び事務長を

配置いたしまして、本校化したいと考えており

ます。

次に、４、新しい学校の教育ビジョンですが、

安全安心な教育体制を強化し、それぞれの学部

が小・中・高等学校と同じ学びやで取り組んで

いる自然な交流を独自の特色ある教育として、

さらに発展させてまいりたいと思います。その

もとで、（１）から（３）について、特に重点を

置いて、将来の共生社会に向けた児童生徒の自

立と社会参加の実現を図ってまいりたいと考え

ております。

次に、５、学校の所在等につきましては、小

学部・中学部・高等部ともに、現在の配置のま

ま本校化いたします。校長室及び事務室につき

ましては、高等部に置くこととしております。

最後に、２ページの６、スケジュールをごら

んください。

２月に都城きりしま支援学校小林校本校化準
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備委員会を設置いたしまして、校名募集や必要

な環境整備及び条例改正等の手続を進め、平成32

年４月の開校に向けて取り組んでまいりたいと

考えております。

説明は以上でございます。

○黒木教職員課長 教職員課でございます。

資料の３ページをごらんください。

学校における働き方改革推進プラン案につい

てであります。

本推進プラン案につきましては、９月の常任

委員会におきまして、策定の目的等について説

明させていただきましたが、本日は改めて、そ

の目的や策定の経緯、プラン案の全体像につい

て説明をさせていただきます。

１の策定の目的ですが、文部科学省より平成29

年12月に学校における働き方改革に関する緊急

対策が出され、昨年12月には中教審答申の素案

等が示されるなど、国において学校における働

き方改革が急速に進められる中、本県におきま

しても、さらなる学校における働き方改革を推

進するため、学校における働き方改革推進プラ

ンを策定することといたしました。

２の策定の流れにつきましてですが、これま

で３回の学校における働き方改革推進協議会を

開催し、勤務実態調査の結果や協議会でいただ

いたさまざまな立場からの御意見をもとに、プ

ラン案を作成し、現在、パブリックコメントを

行っているところでございます。

３の内容につきましては、別冊資料、学校に

おける働き方改革推進プラン案で御説明をした

いと思います。別冊資料をお願いいたします。

表紙を含めまして２枚めくっていただき、１

ページのプランの全体構想図案をごらんくださ

い。プランの詳細につきましては、２ページ以

降に記載しておりますが、本日は、この全体構

想図を中心に説明させていただきます。

図の左側、上段の目的の部分をごらんくださ

い。

本プランは、教職員一人一人が自分の働き方

を見直すこと、教職員それぞれがワーク・ライ

フ・バランスのとれた生活を実現し、健康で誇

りとやりがいを持って能力を発揮できる環境を

つくることを通して、教職員が授業を中心とし

た質の高い教育活動に専念できる環境を整えて

いくことを目的としております。そうすること

により、学校における教育の質の向上と児童生

徒の教育の充実を目指すものであります。

次に、図の左側、一番下にあります重点課題

の欄をごらんください。

本県のこれまでの取り組みの反省や、勤務実

態調査の結果から明らかになったことを、この

ような４つの重点課題として整理し、それらの

課題を受けまして、図の中央部分に示しており

ます基本方針を設定しました。

基本方針を、教職員の長時間業務改善への対

策の推進とし、４つの柱を立てております。教

職員の事務作業負担軽減への対策の推進、教職

員の勤務時間を意識した業務管理への対策の推

進、中学校・高等学校における部活動のあり方

への対策の推進、家庭・地域と連携した学校の

役割の明確化への対策の推進の４つでございま

す。

その基本方針の４つの柱をもとに、具体的に

は、右側に示しております県内一斉の取り組み、

県教育委員会の取り組み、学校の工夫による独

自の取り組みを、市町村教育委員会と連携しな

がら進めていくこととしております。

また、図の左側に示しておりますが、本プラ

ンにおける当面の達成目標として、教職員の月

当たりの時間外業務80時間以上をゼロにすると
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いう目標を掲げております。

なお、先般、国の中央教育審議会の学校にお

ける働き方改革特別部会から、学校における働

き方改革に関する総合的な方策についての答申

の素案及び教師の勤務時間上限に関するガイド

ライン案が示されました。その中で、上限の目

安時間として、月当たり時間外業務が45時間を

超えないようにすること、年間の合計時間が360

時間を超えないようにすること等が示されてお

りますので、最終的にはその達成を目指して取

り組んでまいりたいと考えております。

本プランの計画期間につきましては、平成31

年度より４年間としておりますが、スピード感

をもって進められるよう、最初の２年間で、先

ほどの当面の達成目標がクリアできるよう具体

的な取り組みを進めていき、２年後に取り組み

の進捗状況を踏まえ、プランの見直しをするこ

ととします。

今後、パブリックコメントでの意見等を踏ま

えまして、３月末にはプランを策定し、４月よ

りプランに基づいた働き方改革を推進していく

予定でございます。

説明は、以上であります。

○渡辺委員長 執行部の説明が終了いたしまし

た。今、御説明があった報告事項について、質

疑はございませんでしょうか。

○図師委員 最初に説明がありました、都城き

りしま支援学校小林校の本校化についてですが、

内容はよく理解できているところですし、あと

は本校化に伴って校長、事務長ですか、その職

員の配置も重厚になるということなんですが、

その他、本校化に当たって、どのようなサービ

スが拡大されるのか。例えば、送迎に関しては

新たなサービスが加わるとか、教室の確保のた

めの増改築はないということですが、校舎内の

間仕切りが変わって教室がふえるとか、そうい

う内容があれば教えてください。

○酒井特別支援教育課長 現在のところ、大幅

な施設整備等の予定は同時にはございませんけ

れども、ほかの学校も含めて、徐々に児童生徒

の増が予想される部分もありますので、そこに

向けて、まずは組織体制を強化し、その後に課

題等を徐々に解消できればと考えているところ

でございます。

○図師委員 わかりました。生徒数がふえてい

るということ、また今後もふえる見通しがある

ということで、今の答弁ですと、組織をとりあ

えず改正して、予算が伴うものについては、今

後、状況を見て判断していくという理解でよろ

しいでしょうか。

○酒井特別支援教育課長 そのようなことでご

ざいます。

○中野委員 要は本校化ということで、当面は

校長先生と事務長を置くことだけやな。

○酒井特別支援教育課長 そうでございます。

あと、具体的には学校名が、これまで都城き

りしま支援学校小林校だったんですけれども、

校名を変更いたしまして、本校としての名前を

つけるということでございます。

○中野委員 そうすると同じ高校に２つ看板が

かかるということやな。

○酒井特別支援教育課長 同じ敷地内で、現在

も既に小林高校の反対向きに校門が位置してお

りまして、そこの看板は校名が変わるというこ

とでございます。

○中野委員 この２ページの表の数値は、小学

校、中学校、高校の全生徒を入れた数字ですか。

○酒井特別支援教育課長 小学部、中学部、高

等部を合わせた数になります。

○中野委員 そうすると、例えば17人から40、46
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人、こういう場合は先生の数もやっぱりふえて

いるわけでしょう。

○酒井特別支援教育課長 おっしゃるとおりで

ありまして、人数がふえるに従って、学級数が

ふえますので、それに応じた職員の配置が、こ

れまで行われてきました。

○中野委員 今、小学校のそれぞれの教室は何

人ぐらいで何クラスあるのか。

○酒井特別支援教育課長 １教室がということ

でしょうか。

○中野委員 何クラスあるか。

○酒井特別支援教育課長 小学部、中学部につ

いては、１学級６人が基本になっておりまして、

高等部については８人が１学級の定数になって

おります。

また、障がいの重い子供たちについては、重

複学級という名称なんですけれども、３人とい

う学級がございます。

○中野委員 基本はいいんだけれど、今、何ク

ラスあるのと聞いている。

○酒井特別支援教育課長 学級数ですね。ちょっ

とお待ちください。

○中野委員 いいですよ、後で。

○渡辺委員長 では後ほど。ほかにございまし

たら。

○徳重委員 ふえるふえるとおっしゃいますが、

今後、少子化は進んでいくであろうと想定もさ

れるわけで、今の小学部あるいは保育園、幼稚

園の状況やらいろいろ調査されていると思うん

ですが、現状以上にふえるという数値的な目安

は把握されているのかどうか。小学部を調査す

ればわかってくるだろうし、また、保育園、幼

稚園から上がってくる子供たちの今の状況やら

が想定されると思うんです。そういうのは把握

されているのかどうか。

○酒井特別支援教育課長 毎年度入ってまいり

ます新入生の数等によって、ある程度確定でき

る数はあるんですけれども、一方で転出入等が

途中である、あるいは途中で障がいの判定が出

まして、途中から入ってくる等にあわせまして、

増減というのが一定に右肩上がりにきれいに

いっているわけではございませんで、こちらの

グラフにもございますように減少したりする年

もございまして、確実な予測が、毎年度、非常

に難しい状況がございます。

その関係で、例えば３人とか６人単位で学級

数等も変わりますので、生徒数、学級数合わせ

て、なかなか予測が当てられない、これは全国

で困っている状況がございますけれども。全体

としては、この10年スパンで見ますと、だんだ

んふえてきている状況でございます。この学校

についても、最大で、あと一、二割ふえる可能

性があるということも出ている。その年どしで

ちょっと変わってくるところがございます。

あわせて、先ほどの御質問にありました学級

数については、※小学部が12学級、中学部が５学

級、高等部が７学級でございます。

○徳重委員 やはり、親御さんにしてみれば、

少なくなると、もうちょっと大きな学校のほう

がいいんのではないかなという思いもあって、

本校にやりたいというような形で、あるいは先

ほど移動もあるとおっしゃいましたが、そうい

うふうな形の希望も出てくるのかなと思ったり

したものですから。学級数が減ってくるような

ことになると大変かなと思ったところでありま

す。

そういったことで、とにかく学校が充実され

るように御努力いただきたいとお願いをしてお

きます。

※次ページに訂正発言あり
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○中野委員 勉強のために。今、小学部、中学

部、高等部ってありますよね。これはみんな、

それぞれの小学校、中学校にあるわけやね。今

度の本校化というのは、この高等部だけを本校

化するわけではないわけやろ。

○酒井特別支援教育課長 この小学部、中学部、

高等部がまとめて一つの本校という言い方にな

るということでございます。

○中野委員 それでちょっと理解できないのは、

じゃあ小学部、中学部、高等部をまとめて本校

化して、校長先生は小林高校の中にいますよと

いう話だよな。それでガバナンス─小学校が

どのくらい離れとるか知らんけれど、何かそん

なするぐらいやったら、校長先生以外に、それ

ぞれに副校長ぐらいを常駐させたほうが、ガバ

ナンスではないけれども、何かそんな気がする

けれど。校長先生はしょっちゅう、小学校、中

学校、高校を。何かちょっと俺はよく理解でき

んな。

○酒井特別支援教育課長 現在までの状況です

と、都城から本校の校長が来る状況がございま

して、それを解消するということで、今回の本

校化の中で、10分以内に３学部のいずれにも行

ける体制になるということでございます。

また、小・中学部につきましては、東方小・

中学校がもう数分内で歩いていける距離ですの

で、一方ではそちらに教頭が常駐するなどによっ

て、組織体制としては連絡、調整可能な状況に

あるということでございます。

○中野委員 そうすると、例えば学校ごとに行

事があるじゃないですか。小学校、中学校は運

動会は一緒にしているわけ。もう高校は運動会

とは言わんよね、体育祭とか。そういうのは、

こういう支援学校の生徒も一緒に、各小学校、

中学校で一緒にしているわけ。

○酒井特別支援教育課長 小・中学校につきま

しては、最初にできたときの経緯で、非常に交

流が活発に行われまして、運動会を東方小中学

校の運動会と一緒に合同運動会という形で行っ

ております。あと、高等部の体育祭については、

ちょっと実態差もあり、スポーツ大会等の形に

変えまして、やっているということ。ほかの行

事等も一緒にできる部分は、小・中学校、高等

学校と交流している実態がございます。

○中野委員 東方小学校と連携して、東方小学

校の中に小学部はあるわけでしょ。だから、そ

の中で連携しているって、校長先生がおって、

一つの学校に今まではなっているわけやろ、違

うと。

○酒井特別支援教育課長 形としては別学校と

して動いておりまして、敷地内でつながってい

るということでございます。

○中野委員 すると、今は、運動会とかそうい

うのは別々に、それとも一緒にしているわけ。

そんなこと考えると、逆に校長先生が高等部に

おって、各小学校、中学校の連携というのは、

俺は組織として、何かようわからんな。逆に副

校長でもおったほうが、司令塔は一つにしたほ

うがという、俺の案です。いいです、それで。

○酒井特別支援教育課長 済みません、先ほど

の数字を訂正させていただきます。学級数が小

学部９学級、中学部４学級、高等部６学級とい

うことで、合計19学級ということでございます。

失礼いたしました。

○横田委員 働き方改革について、ちょっとお

尋ねしますけれど、教職員の長時間勤務の改善

は絶対必要なことだと思うのですが、例えば時

間外業務というのは、授業外の業務じゃなくて、

例えば８時から、昼休みを除いて５時までが勤

務時間としたら、それ以外の業務のことをいう
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わけですよね。

○黒木教職員課長 おっしゃるとおりでして、

勤務時間は７時間45分ありますけれども、それ

以外の時間の業務を時間外業務と呼んでおりま

す。

○横田委員 授業以外の業務といったら、例え

ば宿題のチェックとかテストの採点とか保護者

との連絡帳とか、いろいろあると思うんですけ

れど、今のところは、そんなものも全部含めて80

時間以上の時間外業務がかなりの部分あるとい

うことでよろしいでしょうか。

○黒木教職員課長 今おっしゃった時間外業

務80時間以上というのを、資料の８ページ、９

ページのほうに載せておりますが、具体的に申

しますと、80時間以上のほうが、教頭先生では

小学校が半分以上、中学校が３分の２以上、そ

れから教員になりますと中学校、高校で３分の

１以上の先生方がこの80時間以上を超えている

ということで、まずはそれを深刻に受けとめて、

これをゼロにすることを目指そうというもので

あります。

○横田委員 例えば校長先生や教頭先生が、朝

の通学時間とかは街角に立って交通指導とかも

されていますけれど、そういうのも時間外業務

に入るわけですよね。

○黒木教職員課長 それも含めて時間外業務と

しております。

○横田委員 校長先生とか教頭先生だけではな

くて、地区の人もたくさん出て交通指導とかさ

れているんですけれど、結局、そういったもの

も、学校からは出なくて、もう地区のほうにお

任せするとか、そういうことにもつながってい

くわけですよね。

○黒木教職員課長 そこの部分については、地

域との連携とか、地域で一体となって子供を育

てるといった部分もありますので、業務の役割

分担としてどうしていくのかということと、教

員が実際に地域に出て見回りとか見守りをした

ときに、それを勤務と位置づけて、しっかり振

りかえがとれるようにするのかといったような

ことについても、今後、役割分担と、そういう

勤務時間のあり方ということで検討が必要だと

思っております。

○横田委員 学校は地域の中心的な存在だと思

いますので、地域との連携はすごく大事なこと

だと思うんです。言われましたように、子供た

ちを地域全体で育てるんだというのもあるから、

そこら辺の役割分担はすごく難しいなと思うん

ですけれど、部活動でもそうですよね。地域の

人に来てもらって指導してもらうとか、そういっ

たこともこれからどんどん取り入れていかなけ

ればいけないんじゃないかなと思うんですけれ

ど、そこらあたり、すごくバランスが難しいと

思うんですが、しっかりと協議をしていただい

て、少しずつ80時間をゼロに向けて頑張ってい

ただければと思っております。

○黒木教職員課長 地域の各団体とか、そうい

うところともしっかり協議をして、納得性のあ

るプランということでつくっていきたいと考え

ております。

○中野委員 私ね、これが送ってきたから、ぱ

らぱらっと見るんだけれど、今も、よく地域の

連携という言葉が出てくる。悪いけれど、今、

俺は孫と一緒に住んでるから、一部始終聞くわ

けよ、学校のこと。そんな地域の連携って、１

年間、稲荷地区の祭りがあるだろ。そこに子供

会と来て、おみこしを担ぐぐらいの地域の連携

しかない、あとは何もないって。教育って、そ

の言葉だけが先走りしとって美しい言葉が並ぶ

けれど、現実とは全然違うもんな。やっぱり、
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もうちょっと現実を見ながら、その中身も今後

やっていかんと。

それと、先生の残業の問題。先生たちの残業

代というのは出るのかな。

○黒木教職員課長 残業代ですが、先ほど80時

間以上の残業といいますか、その部分について

御説明いたしましたけれども、実際にどれぐら

い時間外業務をしているかということについて

は……。

○中野委員 いや、違う。残業代は出るかどう

かという話。

○黒木教職員課長 済みません。基本的には残

業代、時間外勤務手当は出ません。そのかわり

に、一律に教職調整額で、給料月額の４％が支

給されます。

○中野委員 それで今、横田委員も言ったよう

に、小学校の生徒が出てくるときに、時間より

早く出ていってするとか。すると、大体、学校

の先生を見ると、すごいことに、子供が来て授

業が始まって終わるまでに、お便り帳をみんな

書くわけね。ベテランの先生は授業中をちょっ

と使ったり、あとは休み時間でしょう。先生の

残業というのは、授業が終わった後に、自分の

勉強のための居残りとか、本当に学校、生徒の

ための残業というのかな。そこら辺がかなり、

残業時間のとり方が、自分の勉強をする時間も、

学校ですれば、それも残業なのか。私は、逆に、

そこら辺を明確にやるべきだと思う。やっぱり

校長先生になると、元気な子やらがおって、

ちょっと何かあると、居残って会議したりとか、

そういうのは本当の残業になるかなと思ったけ

れど。県庁でも、そうやない。昔から、残業は

人について回るという、ことわざではないけれ

ど、そういうのがあるから。

だから、前にも言ったけれど、この間出てき

た、先生１人当たりの残業が何時間、あれなん

かも、やっぱり部活の先生が土曜、日曜日出た

残業を引いた残りの。あの統計をとるには、特

に飛び出した残業時間が土日に出てくるという

のは。そこ辺も含めてしっかり。今、政府で数

字の問題があっているけれど、私は、そこ辺も

しっかり、とろうと思えばとれるのではないか

なと思ったけれど。

○黒木教職員課長 ありがとうございます。そ

の残業時間の捉え方につきましては、国のほう

でも検討をして、今、案ということで出ており

ますけれども、今後、最終的にこういうふうに

捉えることが出てくるものと思われます。今の

案としては、教師等が校内に在校している時間

を基本として勤務時間としています。

ただし、今、中野委員がおっしゃったように、

自己研さんの時間、自分の勉強の時間、その他

業務外の時間については除くということで。そ

れを除いて、先ほどの80時間とか45時間以上と

いう基準を設定することで示されているところ

であります。

○中野委員 私もいろいろ見たけれど、これは

どこまでできるのかなと思ったが、とにかくで

きるところから。あとは先生の勉強時間という

のが大事だと思うのだけれど。

それとか、俺、熊本の情報をとりよるけれど、

結局クラスによっては元気な子が多かったりす

ると補助員の先生が２人くらいついたとか、前

にも言ったように、福島かどこかで、テストし

た後の丸つけ、そういう補助員を置くとか。やっ

ぱりそういうことをすれば、私はそんなにない

のかなと思って。学力が上がるように、しっか

りやってください。

○河野委員 29ページの学校の工夫による独自

の取り組みの１番、管理職の取り組みの推進と
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あるんですが、これは現場の先生方といろいろ

お話しすることがあるんですけれど、現場の先

生方が一番の課題としていることが５つ上がっ

ているなと思います。この内容を管理職の方々

がしっかりと見直す、簡素化する、工夫すると

いう意識をどう持ってくるのか。こうしていき

ますというのが、もしあれば、お願いしたいん

ですけれど。

○黒木教職員課長 おっしゃるとおり、ここの

部分につきましては、特に校時程の工夫とか学

校行事の簡素化とか、そういう部分は、管理職

の力によるものが大きいということで、このプ

ラン全体も含めて管理職研修とか、そういった

ようなもので進めていきたいと考えております。

それから、28ページの１番の教職員全体に対

する意識改革。このプランを作成した後には、

概要版等も作成をしまして、校内研修、配付等

をして活用していただいて、全体に広めていき

たいと思います。

それから、２番の管理職に対する意識改革に

ついても、今、見直し、簡素化、工夫の例も含

めまして、管理職の研修等の充実を図っていき

たいと考えているところであります。

○河野委員 管理職の意識によって、先生方の

働き方が変わってしまうというのが、現場の先

生方が一番危惧をされている状況にあるなと

思っていますので、またよろしくお願いします。

その中の３番、小学校における教科担任制の

導入は、県教委として何か方向性を持っていらっ

しゃるんでしょうか、充実させていくという。

僕が現職のころは、都城の小学校に何校か、教

科担任という形でやられていたことがあって、

僕もちょっと興味を持って、その学校訪問させ

てもらったことがあるんですけれど。この３番

と４番については、校長先生の独自な考え方で

云々というのじゃないと思うんですけれど、こ

の３番と４番の県教委の方向があれば、お願い

します。

○黒木義務教育課長 まず、小学校における教

科担任制の導入についてですけれども、明確に

県として、何か指定校をつくって、これを特別

に研究してやれというようなことは、今のとこ

ろ計画しておりません。

ただ、他県において、既にこの教科担任制と

いうことがかなり広まりを見せている。先ほど、

中野委員からもありましたけれども、先生方が

ある程度一定の教科を持つことで、そこの勉強

を絞られるといったような働き方改革の面から

も、かなり効果があるんじゃないかというよう

なことで、教科担任制を行う場合には、県とし

ても積極的にサポートをしていきますよという

意味で、この教科担任制の導入というのを上げ

ているところです。

○徳重委員 部活のことについて、お尋ねしま

す。

それぞれ、小・中・高、部活があるわけでし

て、大会前等にはどうしてもコーチ、監督、そ

れぞれ時間以上に積極的な練習を重ねるのでは

なかろうかなと思うんです。この部活を指導す

る先生方が、大体１日何時間、通常なら１日１

時間なり２時間なりと決めて、ずっとやられて

いると思うんですけれど、大会前で非常に状況

がよくなったと、何とか優勝したいというよう

なことになって、時間外、あるいは朝練等を取

り入れるようなところが、恐らくあるんじゃな

かろうかなと思うんです。それは、この働き方

改革の中では、どのような位置づけをされてお

るのか。

○黒木教職員課長 まず、教職員課のほうから。

働き方改革については20ページになるんですけ
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れども、これは県内一斉に、市町村、県立学校

を含めて取り組んでいこうということで、そこ

に４つ上げております部分を推進していこうと

共通理解をしております。活動時間については、

平日２時間程度、休業日３時間程度と示してお

ります。

ただ、委員がおっしゃった時期によるものと

か、そういう部分については、スポーツ振興課

長、詳細をよろしいでしょうか。

○萩尾スポーツ振興課長 この部活動につきま

しては、９月の常任委員会でもお示ししたとお

り、国の方針、ガイドラインを受けまして、県

の方針を出させていただきました。

その中で、大きな目的は、教員の負担軽減を

図ると同時に、子供たちにとっていかに望まし

いスポーツ環境を構築するかということで、地

域、学校、競技種目等に応じて、多様な形で最

適に実施されることを目指すということをう

たっております。そういう運用の工夫というと

ころを少し考えつつ、全体的には無駄な時間を

省く、やみくもにやるような形を除く。あるい

は年間計画をしっかり立てていただいて、この

時期は少しやるんですけれど、その反面、大会

が終わったら休みをとるんですということで、

バランスよくやってくださいと、それぞれお願

いしています。

○徳重委員 前もって、教育委員会のほうも把

握できるような形で、年間計画なり、働く時間

の配分等を十分してほしいなと思っています。

それと、これはあるかどうかわかりませが、

私立の大学なり高校なりで、監督あるいはコー

チが生徒と一緒に生活しているような指導方法

をやっていらっしゃる、生活面からだというこ

とでやられている学校も、全国にはいろいろあ

るのではなかろうかと。

県立でそういうような形を、宮崎県でやって

いるところがあるのかどうか。先生、コーチ、

一般の人かどうかはわかりませんが、先生方が

そういった形で指導されている学校があるかど

うか、ちょっとお聞きします。

○萩尾スポーツ振興課長 把握している分では、

※１名の先生が自宅に生徒を泊めまして、家族で

面倒を見ているという状況がございます。

○徳重委員 それは、県内でたった１人という

理解でいいんですか。それは高等学校か中学校

か。

○萩尾スポーツ振興課長 高等学校です。ただ、

学区外の生徒を呼んできまして、アパートであ

りますとか、下宿でありますとか、そういうと

ころでお願いしている状況はあります。

○徳重委員 アパートとか別の家を借りて下宿

とか、いろいろあってということですが、それ

に対する指導も、その担当の先生がされている

という理解でいいんですか。

○萩尾スポーツ振興課長 当然、その顧問の先

生がしっかり管理している状況がございますし、

また学校として、校長先生も当然理解して、Ｏ

Ｂ会、あるいは保護者、その合意のもとで、しっ

かり生活面も含めた指導を行っている状況がご

ざいます。そのらあたりの指導も、うちのほう

からもしっかりやっています。

○徳重委員 わかりました。

○渡辺委員長 ほか、いかがでしょうか。

○中野委員 この働き方改革の中で、ちょっと

書いてあったと思うのだけれど、クラブ活動の

補助員ではないけれど、外部からの活用。私は、

本当にいろんなスポーツを見ていても、監督、

指導者によって違うかなと。昔は小林高校をい

つも楽しみにしていたけれど、今は大体、見る

※次ページに訂正発言あり
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気もせんもんな。本当、正月の楽しみもなくなっ

てよ。やっぱり外部活用。昔は結構していて、

自分ではできないけれど、指導者としてはしっ

かり能力を持った人なんか、たしか、それも書

いてあったですよね。そういうのは、もう前か

ら出ている話だけれど、何か一つ一つ、やっぱ

りそういうのを実践して。

だって、あれだけ中学校にクラブ活動があっ

て、部活の担当の先生が、テニスの担当になっ

てるけど、ちょっとしたくらいでテニスやった

ことのない人が、俺のときはあった。そういう

先生が多かった。キャッチボールもしないよう

な人が野球部の顧問になったりとか。そんなの

があるから、やっぱりそこら辺をしっかりよ。

そうすると先生も、土・日、ある程度。そうい

うリタイアした人たちで、金ではなくて、やっ

ぱりやりがいに集中するような人を選び出して。

もう前から言っておるけれど、そういうのは今、

何か少しは出ているんですか。

○萩尾スポーツ振興課長 今、外部指導者の方

が中体連の大会にベンチ入りができて指導がで

きるということで。現在、約440名の方を外部指

導者ということで、各学校で技術指導ができる

方に委嘱をしている状況であります。

○中野委員 今、県の数字で、外部委託が400と

か、そういう数字ばっかり出てくるわけよ、何

百とか。活動時間の実態とか、そういうのをしっ

かり次は分析して。中体連とかよりも、学校ご

とに俺は任せてもいいと思って、校長先生に、

地域地域で。やっぱりそこら辺もしっかり考え

て、市町村の教育長とか学校ごとに任せないと、

中体連は、大きな組織であって、どれだけ真剣

に活動してるかわからない。一回、実態調べて

くださいよ。

○渡辺委員長 ほかに、ございますか。

○萩尾スポーツ振興課長 済みません、訂正を

お願いします。

自宅の顧問宅に生徒を預かっている方は４名

ということで訂正をお願いします。

○図師委員 私も、この働き方改革に関しては

賛同するものではありますが、先ほどから出て

おるように、学力向上とか競技力向上とは比例

するとは言いがたく、やはり先生方の時間を短

縮することによって、今度は生徒との接する時

間が短くなるということのはざまをどう埋めて

いくのか。そういうのが今後、具体的なプラン

の中で活動計画として出てくるんだと思います

が。

今もお話にありましたとおり、部活動に関し

ては外部の方を非常に積極的に取り入れられて

いる内容でありますが、私はもう学力指導、学

習指導についても外部とどんどん連携すべきで

あるし、例えば小・中学校では土曜の授業をし

ていく方向性が出ているところも幾つかありま

すが、もう土曜日は完全に学習塾に任せるとか、

普通科高校とか進学校の朝の補習、夕方の補習

も、これは先生方ではなくて学習塾と連携する

とか。それに伴って、もちろん予算も必要になっ

てこようかと思いますが、要は先生方の負担を

減らすには、先生方の努力や学校の努力だけで

は、もう限界に来ている。

県外にはそういう学習塾との連携を始めてい

るところもたくさんありますので、そういうも

のも視野に入れられたらいいかと思うのですが、

プランの中ではそういう文言は一言も出てきて

おりませんので、今後、検討されてはいかがか

と思いますが。

○黒木教職員課長 貴重な御意見、ありがとう

ございます。

この働き方改革推進プランを検討する際も、
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教職員の負担軽減をしたことにより教育の質が

低下をするとか、学力向上に支障が出るのでは

本末転倒であるということも我々思いますので、

今後、プランを推進していく上で、また内容を

検討していく上では、教育の質の向上と教職員

の負担軽減をいかに両立させていくかという視

点で、今、図師委員からお話のありましたこと

も含めて参考にさせていただいて、検討させて

いただきたいと思います。

○渡辺委員長 報告事項に関して、ほかにござ

いませんでしょうか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○渡辺委員長 それでは、その他で何かござい

ますでしょうか。

○横田委員 昨年夏の猛暑を受けて、エアコン

設置の動きが今出てきていると思うんですが、

各市町村一緒に出してくるわけで、業者さんの

話を聞くと、もうとても間に合わないというよ

うな話も聞こえてくるんです。それでエアコン

設置の計画とその見込みをちょっと教えていた

だければと思うのですけれど。市町村立小中学

校のことも含めて。

○柚木崎財務福利課長 県立学校については数

が少ないので、来年度中には、普通教室につい

ては整備の完了までいきたいと思っております。

市町村立小中学校につきましては、宮崎市に

ついては３年計画ぐらいで、今、考えていると

いうことで、やっぱり学校数が多いものですか

ら、いきなり100％まではまだ届かない状況にあ

ります。そのほかの市町村については、この前

の特例交付金に各市町村、手を挙げていただい

ておりますので、来年度中に。ただ、委員のおっ

しゃるように工事の業者については、ちょっと

混乱が起きることが予想されます。

基本的には、設置しない市町村は、統廃合の

予定があるとか、長寿命化計画で工事を予定し

ているとか、そういったのが残るぐらいで、宮

崎市以外については、ほぼ100％を来年度に向け

て予定はしております。

業者のほうにつきましては、実際に市町村が

それぞれ動いていくということでありますので、

調整をしていかないといけない状況が出てくる

と思っております。

○横田委員 こういう状況は宮崎県だけではな

くて、よその県でも全く同じだと思うんです。

だから、宮崎県で業者が足りないから、よそか

ら来てもらうと、それもかなり難しいのではな

いかと思います。ですから、どの学校を優先し

てするかとかは非常に調整が難しいと思うので

すけれど、できるだけ計画に沿って進んでいけ

るように頑張っていただければと思います。

○中野委員 皆さん大体現場におった人がほと

んどですよね。とにかく無駄な会議とか、無駄

なことが結構あるわけ。そういうものを羅列し

て、まずやめていくとか。その代表的なものが、

今の高校の推薦制度、今の忙しいときに推薦状

を書いたりとか。結局、推薦、昔と全然これも

変わってきて、推薦状を持って試験を受けてい

る。落ちた人は、また普通のテストを受ける。

これ何の意味だったかなと思って。次、２月議

会でちょっと議論したい。整理しといてくださ

い。本当にあれは無駄やわ。何の意味かわから

ん。

○渡辺委員長 ２月議会でいいですか、答弁は。

○中野委員 それでいいです。

○渡辺委員長 ほか、ございませんでしょうか。

○河野委員 これもちょっと小中学校も含むん

ですが、ランドセル等の通学かばん、高校もで

すけれど、ちょっと異常な重さだということで

改革をとお話があったと思うんですけれど、こ
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れは国から、たしか通知があったと思うのです

が、県教委として今後どうしていくのか、確認

します。

○黒木義務教育課長 児童生徒の携行品、いわ

ゆるランドセルの重さについては、たしか９月

議会だったと思うんですけれども、委員長のほ

うからも御質問がございました。その中で、国

からもちょうどそのタイミングで通知文が出さ

れましたので、我々としても各市町村に対して、

十分負担の軽減に努めるようにと通知を出した

ところです。

また、その前にも、実は本年度の４月にも、

全ての校長に対して、ランドセルの重さがかな

り話題になっていますと、子供たちの健康に害

を及ぼす指摘もありますということで、各学校

で配慮をしてくださいとは伝えています。

○河野委員 そういう通知は出されているんで

すが、各学校、校長の意識の差だと思うんです

けれど、親御さんからの報告では全然変わって

いない学校もちょっとあるようで、それを県教

委が通知をした後どうするのかなというのが

あったんですけれど、もう市町村の教育委員会

にお任せするのか、県教委として何か一つ実態

をつかんで方向性を出すのか、そういうのはい

かがでしょうか。

○黒木義務教育課長 今のところ、９月にその

通知を出したばかりの段階ですので、まずは市

町村の教育長、教育委員会に対して、その趣旨

の徹底を求めていくというところの段階を踏ん

だ上で、その後の対応は考えてまいります。

○河野委員 ぜひ、お願いします。

○渡辺委員長 ほかに、いかがでしょうか。

年末から年明けにかけて、県立高校の部活動

に起因する指導者の方と生徒、卒業生の間での

トラブルというような報道が雑誌、テレビ、新

聞等で相次いでおりますが、個別事案のことは

いろいろお話しできないこともあると思います

けれども、まず教育委員会として報道されてい

る案件の認識があるのか、また、調査等の対応

を何らかとられているのか、状況だけ確認させ

ていただければと思います。

○黒木教職員課長 今の件については、委員の

皆様にも御心配をおかけしておりまして、大変

申しわけなく思っております。

現在の状況ですけれども、さまざまな角度か

ら、慎重に詳細に調査を行っている段階でござ

います。非常にデリケートな部分もあるもので

すから、いろんな角度から慎重に調査をしてお

ります。今、調査の途中の段階ということで詳

しく申し上げられませんけれども、できるだけ

可能な限り速やかに結論を出して、結論が出次

第、また御報告をさせていただきたいと考えて

おります。

○渡辺委員長 事の真偽、内容等についてはど

ういう内容かはわかりませんけれども、いずれ

にしても、どちらの当事者にとっても大きな影

響があることだと思いますので、慎重に御判断

をいただければと思います。それだけ申してお

きます。

ほかは、よろしいでしょうか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○渡辺委員長 それでは、以上をもって教育委

員会を終了いたします。執行部の皆様、お疲れ

さまでした。

暫時休憩します。

午前11時５分休憩

午前11時12分再開

○渡辺委員長 委員会を再開いたします。

その他、何かございませんでしょうか。
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○渡辺委員長 それでは、以上をもって委員会

を終了いたします。

午前11時12分閉会
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